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第 2321 回例会記録　10 月 16 日（木）

会長エレクト挨拶・報告
篠島　弘会長エレクト

　この一週間、雨の日が多く
なり、日一日と夕暮れが早く
なり、雨が降るたび毎に気温
も下がって参りました。また

峠では雪が降る季節になりました。風邪な
ど引かないようにご自愛下さい。
　本日は、第2510地区・対木正文社会奉仕
委員長をお迎えしての例会です。なお、こ
の地区社会奉仕委員会には当クラブの菅原
剛太郎会員が出向しており３年目になりま
す。対木様には後ほどお話をして頂きま
す。
　昨日、第２グループ土山久男ガバナー補
佐からＦＡＸが届きました。９月26日に発
生した「平成15年十勝沖地震」の莫大な被
害に対する義援金を地区として募るのでお
願いしたいとの事です。皆様の協力をお願
いします。
　また、来週10月25日に行われます地区
大会の参加登録は1,800名を超えたそうで
あります。24日・25日には林会長の代行と
して出席させて頂きます。

幹事報告
１．深川ＲＣより例会変更のお知らせがあ
　ります。詳しくは事務局へ問い合わせ下
　さい。
２．来週23日は例会はありません。25日
　（土）地区大会出発前・早朝例会として、
　６時45 分より９Ｆスカイラウンジにて
　開催致します。お間違えのないようお願
　いします。
３．10月 31日ＰＭ６時より指名委員会が
　開催します。指名された委員の方、出席
　のご返事をお願いします。
４．本日、十勝沖地震の義援金を募りたい
　と思いますのでご支援お願い致します。

委員会報告
■親睦委員会
　本日ＰＭ６時より「やまもと」で木曜

フォーラムを開催します。出席宜しくお願
いします。
■雑誌委員会
　「ロータリーの友」10月号が届きました
のでご一読下さい。

ゲ ス ト 卓 話
☆ 国際奉仕委員会担当 ☆

司会　国際奉仕委員会　菅原剛太郎委員
　最初に松橋委員長より挨拶とゲストの紹
介をお願いします。

委員長挨拶及びゲスト紹介
松橋和博国際奉仕委員長
　皆様今日は、日頃から国際
奉仕にはご理解頂き有難うご
ざいます。おかげをもちまし
て、財団並びに米山も順調に
ご寄付を頂いている様で重ね
てお礼申し上げます。

　さて、本日は札幌西ＲＣの対木様をお招
きして「国際奉仕・社会奉仕あれこれ」に
ついて卓話をして頂きます。それでは、卓
話を宜しくお願い申し上げます。
「外から見た日本の教育問題と青少年問題」

対木正文地区社会奉仕委員長
　私は、３年前まで地区のＷ
ＣＳ世界社会奉仕委員会で
ロータリーの海外援助の仕事
をさせて頂いておりました。
最初は少しでも相手にとって
役に立って喜んで頂ければと

の思いだけで仕事をしていました。しか
し、回を重ねていくうちに何かが違うなと
気付いたのでございます。それは、援助を
受けて経済的に困っているはずの子供達の
目が、日本の子供達の目と違って、澄んで
いて、しかも輝いていることに気付いたか
らです。逆を申しますと、「あれ、日本の子
供達は何かが欠けているな」と感じまし
た。それは人間として、また社会人として
たくましく本能的に生きる力、生きる目の
輝きを失ってしまったからだと思います。
　私は約35年にわたって日本人に外国語
を教える仕事と、外国人に日本語を教える



仕事をしてきました。私の旅好きもあっ
て、その為に普通の人より海外に行く機会
も多く、また、知人も多くおります。皆さ
んも海外に行かれて日本に帰ってきます
と、良い意味でも悪い意味でも、外から日
本を再認識することが多いかと思います。
　私の日本語学校にいるほとんどの学生は
大学や専門学校に進学します。それぞれの
国の若い人がそれぞれの目的をもって留学
先を選んでおります。日本側から見ます
と、日本で学んでいる留学生の国別でいき
ますと、中国からの学生が圧倒的に多く学
んでおります。
　でも、中国側から見ますと、日本への留
学希望は５番目の国です。これは、中国だ
けではありません。日本語学校で学ぶ学生
で中国についで多いのが韓国、台湾と続い
ております。残念ながらこれらの国も日本
への留学希望者は５番目なのであります。
アジアの先進国といわれているシンガポー
ルに至っては日本語を学んでいる学生は、
日本語学校全体の45,000 人のうち日本全
国でたった数十名であります。
　シンガポールにシンガポール日本文化協
会があります。その協会の顔会長は以前駐
日シンガポール大使館の経済担当の公使を
されていた方で日本にも留学したことのあ
る大変な知日家で情報通ですが、シンガ
ポールの学生が日本に行かない理由を、
「日本で取得した資格が使えないなどの制
度上の理由もあるが、一番大きな理由は日
本に行くと生きる力と個性を失って平均化
されてしまう。競争社会のシンガポールで
は全くなじまないのですよ」と語っていま
した。顔会長は次のようなこともお話され
ていました。今日のテーマとは関係ないか
もしれませんが、外から見ると客観的に物
を見ることができる例かと思います。
　また、彼は次のようなことも言っており
ました。「シンガポールは1980年代の日本
みたいになってしまいましたよ」。それは
どういう意味ですかとお聞きしましたら、
「強い政府の指導で国づくりをしてきたが、
経済も豊かになり、なんでも政府がしてく
れるものだから、個人個人が明確な強い意
志をもって生きていかなくても、政府が

やってくれる、政府の言うことを聞いてい
れば良いのだと考える人が増えてきたんで
す。日本も何か困ったことがあれば政府が
何とかしてくれる。何とかその場を逃れた
り後送りするようになったのと同じです
よ」と。
　私は社会が成熟してしまうと、いくら立
派な制度を作っても、自分で生きていこう
とする力が弱いとあなた任せになり無責任
になってしまうのではないかと思います。
ある意味では成熟しきった柿は一度落ちて
しまった方が次への展開が早いのではない
かとも思うこともあります。
　ついでに同じような例をもう一つ上げさ
せてもらいます。４年前、札幌北クラブさ
んがスリランカに医療ベットを送った際
に、ご縁で、私のところにスリランカのコ
ロンボＲＣのダヤシリさんと言うロータリ
アンの方がご挨拶にお見えになりました。
昔日本に留学していたことがあるというこ
とで本当に流暢な日本語を話しておりまし
た。お話の中で、息子さんが３人とお嬢さ
んが一人との家族構成ですが、当初は自分
の学んだ日本に留学させるつもりだった
が、残念ながら息子さん３人ともアメリカ
にした。その理由は、「自分が学んでいた
頃の日本とはずいぶん違う。何か今の日本
は閉鎖的でわかりにくい。日本に来ると生
きる力がなくなり、国際社会で切磋琢磨し
ながら協調して生きていけなくなる」でし
た。責任をとらない、物事を後送りするこ
との多い日本の社会を見て、外国人が客観
的にそう感じるのは無理がないのかもしれ
ません。
　少子化の事について触れさせて頂きま
す。皆さんご存知ように中国は一人っ子政
策をとっております。10年数年前だったと
思いますが瀋陽の小学校の前を通った時の
ことです。時間は午後４時位でしたが校門
の前に群れをなしてお年よりが子供達が出
てくるのを待っておりました。両親は共働
きのために代わりに大事な子供をおじい
ちゃんおばあちゃんが迎えにきている光景
でした。自転車でくる人。ベンツでくる人
などさまざまで貧富の差を感じるというよ
りお金持ちがいるのだなという感じをもち
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ました。
　ところが、その時に大切、甘やかされて
育った中国の子供達が日本の日本語学校
に大勢きているのです。昔は手を焼いた、
自分が生きることに熱心な元気すぎる学
生が多かったのですが、今ではまったく
様変わりです。怒るとうなだれてしまい
ます。挙句の果ては部屋に閉じこもって
しまいます。福岡の一家４人殺しの事件
も甘やかされて育ち、兄弟がいない、社会
性のない、相手の事を考えることの出来
ない中国の一人っ子政策の弊害でないか
と思います。でも、日本も少子化で同じ問
題を抱えているのです。けんかする相手
がいないということは学び成長する機会
がないのです。
　人は生きるために本能的に行動するの
は、いつの時代でも変わらないと思いま
す。しかし今の私たちは、目標を持って一
生懸命やることを知らないうちにないが
しろにしてしまっているのではないで
しょうか。個人にしても地域社会にして
も、また、国にしても共通している行動の
原点は、将来に向かって明るい夢を抱き、
その夢を実現するために日々努力するこ
とでないでしょうか。目的もなく何とな
く生きていける時代は確かに良い楽な時
代ではありますが、本来人間が持ってい
る本能的に生きる事をおろそかにしてい
るかもしれません。
　今、日本国内では教育改革論議が取り
交わされておりますが、現実は困難な道
を歩んでおります。私は個人的には子供
達への教育改革論議は大人の問題、社会
の問題でないかと思うことがあります。
それは、成長過程の子供達は大人たちや
社会を子供達の目線でジット見て学習し
ているからです。
　そういう意味で、親が出来ない、学校が
出来ない今日、分かりやすくみんなに公
平かをモットーとするロータリー、ロー
タリアン個々が社会に果たす役割は大変

大きいと思います。ロータリーの奉仕活
動を通してもっと社会と接点を持ち社会
に発信する必要があるのではないでしょ
うか。
　今年度、地区の社会奉仕委員会は教育
問題を取り上げ、11 月 29 日に札幌道新
ホールで、ロータリー市民フォーラムを
開催します。多数の方のご来場をお待ち
しております。
　生きる喜びと奉仕の喜びは共通するも
のがあるような気が致します。
　今の青少年に夢を託しぜひとも魅力あ
る日本を作っていきたいものです。

田中　幹雄会員　担当例会を終えて。（10
月９日）
松橋　和博会員　本日の担当例会を無事
に終えて。
武田　邦彦会員　お陰様で札響演奏会と、
たきかわ音楽祭が無事終了しました。
高嶋　敏寛会員　結婚記念日に食事券を
頂いて。
三品　優次会員　滝川市民になれました。
これからも宜しく。
河内　栄子会員　お店が開店25周年感謝
キャンペーンを始めます。どうぞ皆様ご
来店下さいね。

例会合計　22,000　累計　538,819

【出席報告】■10月 16日（木）
在籍者　111名（病欠２名・免除６名）
出席者　 68名（メイク含む）
欠席者　 35名（出席率66％）
ゲスト　対木正文様
　　  （地区社会奉仕委員長）
ビジター　沖田比呂志会員　砂川ＲＣ
メイクアップ　野田富夫会員
　　　　 　　 地区ガバナー事務所
全員出席テーブル　３番
※先週の出席率66％を68％に訂正します。


